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Chopinの《前奏曲集 作品28》は、24曲から成るピアノ曲集である。紀
要の紙数制約のため分割掲載をしてきており、これまで２回の論文※２で
合計11曲を取り上げた。今回は５曲を発表する。
※１分割掲載のため、重複する個所は省略したので、Ⅰはじめに　ⅡChopinのピ
アニズムについて　Ⅳ結び　については、前々回の論文を参照されたい。
※２前回までの論文は『「ゆれ」と「かげり」から見た「Chopinの前奏曲作品28」
―楽曲構造とピアニズム―』（白鷗大学論集第26巻第２号，2012年３月）
　　　　　　　　　　　　　　（白鷗大学論集第27巻第２号，2013年３月）
　前回までに24曲中、第１、２、４、５、７、８、13、14、15、16、21番の楽
曲分析を行った。
Ⅲ　「前奏曲集 作品28」より楽曲分析
分析をするにあたり、記号の説明を書き示しておく。 
（１） どの和音のどの構成音も隣接音度へ一時的にゆれることがある。
これを構成音の転位といい、上にゆれれば上方転位（上転）で
と表し、下にゆれれば下方転位（下転）で と表す。本来は５、
５と表すのが正式だが、ここでは構成音の番号は省略する。　
（２） 転位に対して、構成音の元の位置を定位という。定位も転位も構
成音の位相と捉えられる。
（３） 、 は２次転位を表す。つまり上転の上転が 、下転の下
転が である。
（４） 同一構成音の転位と定位（原位）の関係を示す１個の時間対は［
の記号で表す。
（５） 音階のどの音度も半音（増１度）上下にずれることがある。これ
を音度の変位といい、上方変位（上変）を↑、下方変位（下変）を
↓で表す。変位に対して、音度の元の位置を正位という。正位も変
位も音度の位相と捉えられる。
（６） 転位と変位が結びつくことがある。その場合、 ↑ は下転の上
変、↑は上転の上変、
↓
は下転の下転の上変、↓は上転の上転
の下変を表す。
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第３番　分析楽譜を載せる。
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16分音符で軽やかに動き回る左手の上に、右手の旋律が颯爽と奏でられ、
さわやかな印象を受ける。 前奏 、 Ａ１ 、 Ａ２ 、 後奏 から成る。
最初にテクスチャー分解譜を載せる。
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次に還元譜を載せる。
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前奏 　（第１～２小節）
G-durで書かれている。この曲の動機は 前奏 の中にすべて含まれる（譜
１）。山型音型をａとする。正確ではないが、谷型音型をａの反行形と見
なしてａ反と記す。ｃは２度下行の音型である。ｃの
［
ラソのラは最大の表
情音であり、この曲の明るさ、軽快さの要因である。
音型ａと音型ｃの組み合わせを音型ｂとする。
音型ａから音型ｃに移る際に、６度跳躍している。音型ａ反からバスに
移る際にも、６度跳躍している。
　（譜１）
　　　　　
Ａ１ 　（第３～11小節）
第３～６小節の右手全体の旋律は、左手の拡大還元である（譜２）。ｃ
のラソは同じリズムで使われている。
　（譜２）
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右手と左手には、大小の山型ラインがある（譜３）。第１～３小節は、
右手と左手のラソの掛け合いである。第７～11小節はD２−Ｄを繰り返す。
第７小節以後、和音の根音が変わるごとに、その根音を一時的主音ドと
すれば、全体がそっくり移調されて同じ形になる（主和音化による同型移
調）。第11小節は、第10小節の半終止の後の引き延ばしである。
　（譜３）
Ａ２ 　（第12～27小節）
第12～15小節は第３～６小節と同様である（譜面省略）。第16、17小節
のG↗は副5の機能を単純化して表す便法である（譜４）。第18小節から
も、主和音化による同型移調がなされている。第18～21小節までは、左
手にＦ音が使用されていたのに、第22、23小節で突然Fis音に戻るのは、
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主調への戻りを意識したためであると考える。これらの小節は厳密には
C-durではないが、根音=主音と捉えて同型移調と見なす。また、第24小節
は、5の中での動きの変化なので、これも同型移調と捉える。
Ａ１《T（ 1 ）→D２（%5u）→D（5u）》は半終止、 Ａ２《T（ 1 ）→D２（4
−4u−2a）→D（5u）→T（ 1 ）》は全終止である。
前半は Ａ１ も Ａ２ も同じだが、後半の転調したように聞こえる箇所
が、 Ａ１ ではⅤ調（%5u→5）であり、 Ａ２ ではⅣ調（^5u→4）で、こ
の点がコントラストしている。にもかかわらず、機能的にはどちらもD２
（ Ａ１ では%5u、 Ａ２ では4）に導くのが面白い（分割譜参照）。
　（譜４）
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後奏 　（第28～33小節）
ユニゾン（オクターブ）である。第28～29小節は前奏と対応する。今
までの左手の各小節第１拍は、根音と第５音だけで構成されていたが、第
28小節より右手に初めて第３音が出てきて、Ⅰの完全型になる（譜５）。
第30小節のａ́は１小節の山型音型の真ん中を抜いて半分に切詰めた音
型である（譜６）。
第31小節のａ́́ もａ́の中を抜いた切詰め音型である。３度下行の形をｃ´
とする。これも第３音の使用で完全型のⅠを強調している。第30小節以
下には、音型単位の短縮（切詰め）による加速効果が意図されている。
　（譜５）
　（譜６）　
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次に全体区分図を載せる。
全体がT−D２−D、T−D２−D−Tで出来ていることが分かる。
最後に分割譜を載せる。
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第６番
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低音で奏でるh-mollの暗い旋律、右手の雨だれ音【注１】を表現する８分
音符からは、Chopiｎの重い息遣いが伝わってくる。前後が明るく、中間
部が暗い《プレリュード第15番・雨だれ》とは調も曲想も異なる。 Ａ 、 
Ａ́ で構成されている。
【注１】「ジョルジュ・サンドは彼女の『回想録』中………雨がやんで軒端から雨
だれが落ち、その重苦しい単調な音が、ピアノの奏する曲に反映してい
た。その時の作品がこの前奏曲だといっている。」と記載されている。（野
村光一1962『名曲解説全集11』：126-７頁）
最初にテクスチャー分解譜を載せる。
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Ａ 　（第１～８小節）
一般のピアノ曲のように、右手が旋律、左手が伴奏には書かれていな
い。憂鬱な雰囲気を出すために旋律を下方で書いたと思われる。
フレーズは２＋２＋４で構成されていて、旋律のラインはそれぞれ山型
アーチを描き、頂点は徐々に上がっていく（譜１）。３度目の頂点から大
きく下行して半終止する。上行、下行の旋律には、  が忠実に
書き込まれている。
h-mollで始まるが、第５小節の6（根音G）の響きは印象的で、続く第
６～７小節で一時的なⅥ調（G-dur）が偶成される伏線になっている。こ
の偶成Ⅵ調の分析記号も下方に書き込んでおいた。このように、調示性の
高い和音連結（
［
%∞x 1w %∞z）によって瞬間的に現れる一過性の調を「偶成調」
と呼ぶ。第７小節の２拍目裏からは、はっきりh-mollに復帰する。
第６～８小節の雨だれ音は旋律に変わり、下の旋律とデュエットする。
　（譜１）
Ａ́ 　（第９～26小節）
第９～10小節は主調であり、第11～14小節はナポリ調で書かれている
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（譜２）。第11小節のÆ@5uは主調から見れば6である。
　（譜２）
第15小節からは、第７小節の右手の旋律を基にしたフレーズが２回（第
15～18 ・19～22小節）左手に現れる。上声は、主音ドが導音シにゆれて
いる。
第16、20小節の各２拍目は減７であるが、 1 に解決せずに6wに偶成解
決している。そのため、ここにも一時的な偶成Ⅵ調が現れるので、その後
の主調復帰の際の、バスのミファソの動きが特に美しい。
第18小節で偽終止して、２回目は2aから始まり全終止する。
上声の第15小節からゆれていた導音のAis音は、第22小節３拍目で突然
Ａ音になる。これは、第23小節１拍目のFis音の二重転位であり、ここか
ら下方の属音（ソ）へ解決する。
　（譜３）
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Coda 　（第23～26小節）
再び冒頭の旋律が流れるが、上声の属音（ソ）への解決で、第23小節の
３拍目は5wの響きの印象を受ける（譜４）。上声は属音のまま終結する。
　（譜４）
この曲の魅力は、h-mollで書かれているのに、時々G-durが顔を出す点
にある。G-durのように見せかける偶成解決が素晴らしい。6の和音（第
５小節、第11小節のÆ@5u等）と偶成Ⅵ調が押し合いながら進んでいく点も魅
力的である。また、雨だれ音の変化する様子が面白い。（《第15番》の雨
だれ音は属音である。）
次に全体区分図を載せる。
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次に還元譜を載せる。
還元譜
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最後に分割譜を載せる。
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第11番
 「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
−213−
小さな曲であるが様々な工夫がなされている。単純なメロディーに付い
た装飾音符が愛らしさを演出している。形式は Ａ 、Ｂ 、Ａ́ 、Coda で
ある。
最初にテクスチャー分解譜を載せる。分解譜の一部分については（島岡 
1975：63）から引用する。
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次に還元譜を載せる。
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Ａ 　（第１～９小節）
冒頭は、始まりの合図でH-durの第５音である（譜１）。
第２小節は誘い出しで、これを音型ａと記す。第３小節からのフレーズ
を音型ｂとし、内声（アルト）を音型ｃとする。音型ａの中のソラソは、
音型ｃでも装飾音を伴ってソラソと書かれていることが分かる。
　（譜１）
音型ｃはⅤの保続音である。アルトには、音型ｃ以外にも執拗にFis音
（Ⅴ）が続いていることから、 Ａ に於けるアルトは保続音のパートである
といえる（譜２）。
第２小節の音型ａは和声が無かったが、第６小節の音型ａには和声が付
く。
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Ａ はH-durの 1 と5uの和音で出来ている。
　（譜２）
Ｂ 　（第９～14小節）
第９小節の３拍目から第14小節にかけては、中間部 Ｂ と捉える（譜
３）。第11小節の6に移行するために、第10小節の経過的な借用和音
（^∞v）が使われている。機能はTで捉える。
第11小節がこの曲の頂点であり、ここから第14小節にかけて２個のサ
ブドミナント進行（6→3、4→ 1 ）が連続する。このサブドミナント進
行のゼクエンツは美しいばかりでなく、雰囲気をがらりと変えている。
短い中間部であるが、前後の Ａ と比べ、極めて対照的である。他方、
この部分の各声の動きとリズムが Ａ の冒頭と酷似している点にも注目さ
れたい（対照と統一）。
Ａ の再現を効果的に誘い出す第14小節の内声は、倚音の箇所が浮き出
て表情的なので、演奏する際には  を意識したい。
　（譜３）
Ａ́ （第15～21小節）
音型ａが欠如して、いきなり音型ｂから始まるが、音型ａの代替とし
て、第14小節の左手がつなぎと誘い出しを兼ねている（譜３・譜４）。音
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型ｃ́の装飾音符は、二重の刺繍音になって可愛いらしさを演出している。
第18小節の音型ａは、３度の並行で歌っている。
音型ａは曲中に４回現れるが、和声の有無や、和声付けの変化はあって
も常に 1 である。音型ａのすべてを取り出してみた（譜５）。
第20小節の後半のｂ́は、Ⅴ音ソに変化しているが、これはこのフレーズ
の最後の音であると共に出発音に回帰している。次の第21小節で 1 に落ち
着く（不十分終止）。
　（譜４）
　（譜５）
Coda 　（第22～27小節）
第22小節の音型ａは再び和音がなくなる（譜６）。
第23小節の音型ａ́は音型ａより３度下で歌われ、後半にしり取りがさ
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れている。使われている^5、6の和音が回想の雰囲気を出している。
この曲は６―８拍子で書かれているが、
３
―
４拍子とも感じられる個所が多い。
第２小節を例にとってみると、６―８拍子で捉えた場合、転位音の形態は、倚
音、刺繍音、経過音となるが、３―４拍子で捉えると全て倚音になる面白さが
ある。時間対の強弱関係も変化してくる（譜７）。
第３、４、７、８、15、16、19、20小節の左手は、４拍目にバスのF音
が響いているので、左手は６―８拍子であるが、右手は
３
―
４拍子で捉えることが
出来る（譜８）。第５、９、17小節は全終止しているので、３拍子感が強
くなる。はっきり６―８拍子と分かるのは第23小節からである（譜９）。
この曲には６―８拍子と
３
―
４拍子が同時共存している面白さがある。拍子が変
わったり、揺れたりするのは、ロマン派では特徴的である。少々曖昧で揺
らぐリズムを感じ取ることで、演奏の際の表情も生きてくると考える。
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最後に分割譜を載せる。各フレーズの段落には軽度の終止感があるので
括弧つき（　）で記入しておいた。
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第18番
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吹きすさぶ雨風を表現しているような曲である。嵐の中の馬蹄音を表現
した《Prelude第16番》と同様に、激しさを感じる。
最初に還元譜を載せる。
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次にバスだけの譜面を載せるが、この曲には物語性を感じる。
第８小節までは和音交替が少なく低音の打音も間遠である（４小節１和
音）。それ以降は１小節ごとに和音交替、第15小節では１小節２和音、第
16小節では１拍１和音に変化する。和音もバスのリズムも加速し、バス
の半音上行と相俟って、第17小節冒頭のﬀ に向けて高揚していく。
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この曲はf-mollの5oで始まる（譜１）。右手は疾風を表現し、第１、２小
節の和音は、誰かが不気味に戸を叩く音に感じられる。第３、４小節の右
手上声部は、うねりながら上行、下行をしている。
　（譜１）
 （譜１）の分析譜を転位音を除いて還元すると、複雑に見えた譜面も和
音内に収まる（譜２）。
　（譜２）
第５～９小節は、$5oの和音で第１～４小節とほぼ同様の形を繰り返す
（譜３）。22連符の使用や、下行形にcresc.を付けていることから、風が激
しさを増していることが分かる。
 「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
−227−
　（譜３）
第９小節からは、１小節ごとに和音交替をしている（譜４）。
第12小節の%∞cが3wに解決するが、減７の例外解決である。これは、一
時的に異名同音でAs-durの%∞x→ 1wである。 1wは調示性の強い和音であるか
ら、ここに偶成調としてのⅢ調（As-dur）が現れる。
　（譜４）
第13、14小節のオクターブは、Ｃ音をめがけて上からEses−Des−Ｃと
下がってくる（譜５）。この部分はヒューヒューと吹きすさぶ風の音の描
写と想像する。和音は先行和音のままである。
第13～16小節のバスはEs−Ｅ―Ｆ−Ges−Ｇ−Asと半音上行し、和音も
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バスのリズムも加速して第17小節冒頭のﬀ に向けて盛り上がっていく。
特に第16小節は切迫感が強まる。２拍目の∞xは次の6wに偶成解決して
いる。これは一過性の偶成Ⅵ調（Des-dur）の0%∞z→ 1w→%∞xにあたる。
　（譜５）
第17小節は大落下を想像する。低音は第17小節１拍のＨ音から、第19
小節１拍のＣ音につながる（譜６）。第18小節の低いオクターブパッセー
ジは、バスとは無関係の挿入音型である。３拍目裏拍のCes音はエンハー
モニックでＨ音なので、転位記号は付けない。
第20小節の5は第３音が欠落しているので、響きが鋭い。
　（譜６）
第18小節の３連符を還元すると、２声になり、上声も下声もどちらも
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半音下行している（譜７）。嵐に呑み込まれて死神が消滅した場面と想像
する。
　（譜７）
　　
次に全体区分図を載せる。
第９小節からは、D２−D−Tの終止が畳み掛けられている。
最後に分割譜を載せる。
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第19番
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終始３連符の、華やかな響きの分散和音で書かれていて、いかにもピア
ニスティックな曲である。 Ａ 、Ｂ 、Ａ́ 、Coda から成る。
この曲には２種類の還元譜がある。
分散和音は内声のラインのつながりが見えにくいので、「４声体還元譜」
を作る前に、中間的プロセスとして「６声同時和声還元譜」を入れること
にした。これにより、「原曲」の分散和音から、横のつながりを重視する
４声体への還元がスムーズに行えるようになる。
最初に、原曲の分散和音（６声）をそのまま同時和音にした「６声同時
和声還元譜」を載せる。厳格な６声体和声ではないので、随所に２声部が
オクターブで重複されていたり、声部どうしの間隔が広すぎたりしてい
る。内声の動きやオクターブの重なりを線で繋いでみた。
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６声同時和声還元譜
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（注１）　バスの音ではないが、和音の音であり弱拍に装飾的に出てくる音を修
飾音と云い＋で表す。左手のバス音の中（弱拍）にたくさんの修飾音が
挿入されている理由は、原曲を照合すれば分かるように、左手の幅広い
分散和音を弾き易くすることと、多彩な響きを生み出すことにある。
次に、「４声体還元譜」を載せる。
「６声同時和声還元譜」で重複されていたオクターブをすべて取り除
き、原曲の分散和音の内部に隠された旋律的なラインを明確にした。ま
た、声部どうしの間隔が広すぎた個所を中央に集めた。
第54小節１、２拍目は、原曲では^5uであるが、４声体では、音数が少
ないので無理に補充しようとすると不自然になるため^5で分析した。
同様に、第８小節と第40小節の３拍目も、原曲では5oであるが、ここ
では5u→5oとした。
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４声体還元譜
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Ａ 　 ａ （第１～８小節）　ａ́ （第９～16小節）
ａ 、ａ́ それぞれ８小節から成る（譜１）。Es-durで始まり第14小節か
らⅤ調のB-durに転調する。
「４声体還元譜」を見るとテノールに動きがあることが分かる。強弱記
号は旋律線の上行、下行に沿って付けられている。
第13小節の増６（0%∫x）は、本来なら 1wに進行するが、ここではⅢ調（ 1 q
−5w− 1 ）を経てⅤ調（5u−5
Ⅰ
u− 1 ）で全終止する。Ⅲ調は憂いを帯びた陰っ
た響きを醸し出している。
　（譜１）
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Ｂ 　 ｂ （第17～24小節）　ｂ́ （第25～32小節）
Ｂ も、 ｂ 、ｂ́ の各８小節ずつのフレーズから成る（譜２）。
第17小節で0Ⅲ調のGes-durに転調して、Ｄ−Ｔを２度繰り返したあと、
第21小節の３拍目からはB-durに転調する。この和声関係は、Ges-durの$5u
がB-durの0%∫xに異名同音的転義している（譜３）。
第22小節の分析は、本来の和音（ 1w）に対する転位をまず表し、その結
果、一時的に出来た偶成和音を下に書いた。
第29小節からはリズムはヘミオラ、和音は減７の連用（Ｄ進行の畳み
掛け）である。ここは減７がジグザグで上行していく緊張感のある場所な
のでcresc.が付けられている。ここは半音経過和音に近いので、機能関係
が止まってしまうため、前からの続きでＴで捉える。
　（譜２）
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　（譜３）
Ａ́ 　 ａ （第33～40小節）　ａ́́ （第41～48小節）
ａ 、ａ́́ 、各８小節ずつのフレーズから成る（譜４）。ａ́ はⅤ調に転
調していたがａ́́ では主調のままである。第43～44小節にも減７の連用が
見られる。減７のソプラノは、半音で下行し、バスは全音で上行する。第
29～32小節と同様、機能はＴで捉える。
（譜４）
Coda 　 ｃ （第49～56小節）　ｃ́ （第57～64小節）　ｃ́́ （第65～71小節）
ｃ 、ｃ́ は各８小節のフレーズから成る（譜５）。第62～63小節は経過
的な転調をしている。
　（譜５）
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ｃ́́ はヘミオラが使われ、ソプラノは半音下行している（譜６）。
　（譜６）
次に全体区分図を載せる。
最後に分割譜を載せるが、各セクションごとに見ると対応関係が分か
る。ａ ａ́ 、 ｂ ｂ́ 、 ａ ａ́́ 、 ｃ ｃ́ 、共に前半４小節は同じである。
ａ は半終止。　　　　  ａ́ はⅤ調に全終止。 開→閉
ｂ はⅤ調に全終止。　  ｂ́ は減７連用を経て主調に半終止。 全体が不安定
ａ は半終止。　　　　 ａ́́ は減７連用を経て主調に全終止。 開→閉
ｃ は半終止。　　　　  ｃ́ は経過転調（=Ⅵ調）を経て全終止。 全体が安定
ｃ́́ は終止和音 1 の延長。
 三部形式｛
 コーダ｛
福　田　由紀子
−246−
 「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
−247−
参考文献　
島岡譲他　1998　『総合和声　実技・分析・原理』 東京：音楽之友社
河合貞子　2001　『ショパンとパリ』 東京：春秋社　　
サンド、ジョルジュ　1996　『ジョルジュ・サンドからの手紙　スペイン・マヨ
ルカ島、ショパンの旅と生活』　持田明子編＝構成 東京：藤原書店　
サンド、ジョルジュ　1997　『マヨルカの冬』［Sand,George.1993.UnHiverà
Majorque,EditionGlénat,Collectiondel’Aurore］　小坂裕子訳
 東京：藤原書店　
エーゲルディンゲル、ジャン＝ジャック　2005　『弟子から見たショパン―そ
のピアノ教育と演奏美学』［EIGELDINGER,Jean-Jacques.1988.CHOPINvu
parseseleves:3eéditionfrançaise］　米谷治郎／中島弘二訳
 東京：音楽之友社
引用文献
島岡譲他　1975　『音楽　理論と実習Ⅳ』
 国立音楽大学　ソルフェージュ・理論委員会63頁
野村光一　1962　『名曲解説全集11　独奏曲（中）』 東京：音楽之友社126-7頁
使用楽譜
ショパン、フレデリック　1991　『ショパン全集Ⅰ：プレリュード』パデレフス
キー編 東京：財団法人ジェスク音楽文化振興会・株式会社アーツ出版
参考楽譜
ショパン、フレデリック　1973　『24のプレリュード 作品28』　ウィーン原典版
 東京：音楽之友社
ショパン、フレデリック　1997　『24のプレリュード 作品28』　アルフレッド・
コルトー版、八田惇翻訳・校閲 東京：全音楽譜　
［謝辞］
論文作成にあたり、ご指導を賜りました島岡 譲 国立音楽大学名誉教授に
厚く御礼申し上げます。
 （本学教育学部非常勤講師）
